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『ダ ブ リン市 民 』
ホ
麻痺の中心
永 原 和 夫
Dublinevsの15の短 編 は,JaMesJoyce(1882-1941)が23才で あ っ た
1905年頃完成 したが,出 版 上の 種 々の 困難 を 経 て1914年に 出版 された。
一 ,二 の語句の変換,削 除 の要求 に,ジ ョイスが芸術家の 良心をかけて戦 っ
(1)
た10年 間 の受難はGormanの 伝記の中心 をな してい る。彼は最初の出版契
約者であ るGrantRichardsに,創作意 図 と構 成等につ いて述べてい る。
Myintentionwastowriteachapterofthemoralhi8toryofmy
countryandIchoseDublinforthescenebecausethatcity8eemed
tomethecen七reofparalysis.Ihavetriedtopresentittothe
indifferentpul)1icunderfouritsa8pects:childhood,adolescence,
maturityandpubliclife.Thestoriesarearrangedillthisorder.
Ihavewrittenitforthemostpartinastyleof8crupulousmean-
(2)
ne8S.。..
本稿では,ダ ブ リンの社会的,精 神的 麻痺をで きるか ぎ り明確に し,そ れ
に対決す る作家 の内面を,三 部に分 けて論 じた。最 も興味深 い作品の一 つで
あ る"TwoGallants"を取 りあげ る ことがで きなかった のは残念であ るが,
掲載順 序に と らわれず,筆 者の テーマに したがい14編 をあつか った。
(1)
ジ ョイス は ダブ リンの 現実をDanteの 地 獄 の戯 画 で あ る と考 え て い
*Dt4blinersのテ キ ス トに は,PenguinBooksを 使 用 した 。Pagereferenceは
本 文 中 に カ ッ コに 入 れ た 。
(1)HerbertGorman,∫amesJoツce'薦5FirstFortyYears(NewYork,1924)・
(2)JoycetoGrantRichards,5May1906,Letters,voL2,ed.Richard
Ellmann〈NewYork,1966),p.134.
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(3)
た。 ここには,中 世の人間に自然や社会 との一体感をあたえた理想や価値,
あるいはす くな くとも共同感 と帰属感をあたえる社会的な行動様式との関係
が失われている。中世には,近 代的な意味での自由はなかったが,人 間は孤
独ではな く,孤立 していなかった。生まれた ときか らすでに明確 な固定 した
地位をもち,人 間は全体の構造のなかに根をおろ していた。 こうして,人 生
の意味は疑 う余地のない,ま た疑 う必要 もないものであった。社会的秩序は
自然的秩序と考え られ,社 会的秩序のなかではっき りした役割を果せば,安
定 と帰属感があたえ られた。そ こには競走はほ とんどみ られなか った。ひ と
は生まれなが ら一定の経済的地位におかれ,そ れによって,伝 統的に定め ら
れた生活程度は保証 されたが,同 時に,よ り高い上層階級の人間にたいす る
経済的義務は果さなげればな らなかった。 しか しこのような社会的地位の限
界を破 らないかぎり,自 由に独創的な仕事をす ることも,感 情的に 自由な生
活をす ることも許 されていた。多 くの苦悩や煩悶はあったが,一 方に,神 の
絶対的な平等愛を保証する教会があった。
ジ ョイスが 『ダブリン市民』に描いた 廿世紀初頭 の 社会には,も ちろん
このような構造的社会があたえる安定感は期待できない。外的な束縛がない
とい う意味で,ダ ブリン市民は 自由ではあったが,そ の結果,人 生の意味は
疑わ しくな り,孤 独と不安にさいなまれ,内 面か ら 自我の統一を 失ってい
`
く。 このよ うな精神的麻痺の原 因であ る政治,文 化,宗 教な どの理 想や価値,
権威 の象徴 の崩壊 を,ジ ョイスは,Fダ ブ リソ市民』 で 「社会生活」の範 疇に
分類 され る"IvyDayintheCommitteeRoom","AMother","Grace"
(3)MarvinMagalanerは 『ダ ブ リ ン市 民 』 に お け るDanteの 問 題 をTimeof
APPrenticeshiP(London,1959),pp・99-104で取 り あ つ か っ て い る 。James
Joyce,StePhenHero(London,1956)・P・164には つ ぎ の よ うな 文 が あ る 。"The
uglyartificialityofthelivesoverwhichFatherHealywascomfortably
presidingstruckthisoutrageousinstantoutofhimandhewenton
repeatingtohimselfaIinefromDantefornootherreasonexceptthat
itcontainedtheangrydisyllable`frode・'Surely,hethought,Ihaveas
muchrighttousethewordaseverDantehad.ThespiritsofMoynihan
.alldO'NeillandGlynnseemedtohimworthyofsomeblowingabout
rQundthevergesofahellwhichwouldbeacricatureofDante's.
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の三編 でそれ ぞれ痛烈 な アイ ロニーを こめて描いてい る。
ダブ リンの政治の腐敗 は"lvyDay"で,CharlesStewartParnell最盛期
の アイル ラン ド政界の栄光 を背景に,賃 借 りした うす暗い市会選挙事務所 に
たむ ろす る雇われ運動 員の と りとめない会話 を通 して暴露 され る。 アイル ラ
ン ドの歴 史は,一 口で いえば,土 地 政策 とカ トリック教 の弾圧 とい う物心両
面で の,大 英 帝国の植民地支配 か らの独立運動 と,そ の失敗 の歴史であ る。
その結果 は,あ き らめ,指 導者への不信,す ぺての政 治組織や政治活動 の価
値についての懐疑,な どの深い感情 をえただけだ った。選挙事務所 に出入す
る者たちはなおそれぞれの政党 の党 員 と して とどま り,意 識的には,そ の政
治上 の主義 を信 じてはい る,し か し心 の奥底では,政 治的行為の有効性 につ
いて,す べ ての希望 を失 ってい る。"Parnellisdead"(p・129)と彼 らの一
人がい うが,そ こにはかつての政治 の理想 も正義感 もない,あ るのは我執 と
便宣主義に も とつ く党派根性,そ して最初 の民族英雄OwenRoeO'Neillに
は じま りRobertEmmet,そしてParnellをつぎつ ぎに葬 った,ケ チな政
治的陰謀であ る。 ジ ョイスはあ らゆ る意味 で アイル ラン ドの縮 図の よ うな こ
の短編を最 も気 にいっていた。活 々と した対話 中心の淡 々た る客観的描写,
鋭 い観察 と辛 らつな暗示 に とむ デ ィテ ール,過 去の栄光に よってたえず批判
され る現在 の腐 敗。 これは政治風 刺の傑作 である。 スタウ トの コル ク栓 まで
が,雇 われ運動員 のつ じつ まのあわない 政 治談議や,Parnell哀悼詩の浅薄
な感傷 の ガスを抜 くかの よ うに"Pok"(PP・128,130,132)と椰楡的 な音を
たて る。
"AMother"は一見変哲 もない音楽会の舞 台裏 の醜 聞の暴露の よ うにみ え
る。 しか しそ こには,ジ ョイスが"TheDayoftheRabblement"(1901)
で,W・B・YeatsやLadyGregoryらの アイル ラン ド文芸復興 運動 は芸術
の独 自性を犠牲 に して.ヨ ー ロ ッパの最 もたちお くれた民衆に媚 を うってい
(4)
る,、と罵倒 したの と同 じモチー フで,ナ シ ョナ リズム文化運動 の椰楡が お こ
{4)TheCritioalrVriti%95qブ∫α㎜ ∫oツ6θ,ed・EllsworthMasonandRichard
EUman且(London,1959),p.69.
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なわれてい る。意志 に反 して無教養な年上 の男 と結婚 した母親は,挫 折 した
音楽への夢を娘Kathleenにた くす。 しか し,彼 女の本質 は中産階級に独得
な金銭にたいす る執着 であって,文 化 は物 質的生活 の装飾 であ るか,社 会的
地位 を高め るための手段 で しか ない。一 方,ダ ブ リンとい う小 さい都市 で,
最初か ら失敗 が 目にみえてい るよ うな連続四夜の大音楽会 を計 画す る主催者
たちには,MrsKearneyほどの芸術 にたいす る鑑 識眼もな く,自 分たちの
運動への情熱 も信念 ももちあわせ ていない。 そ して,HoppyHolohanは,
彼の遊 び友達 である"TwoGallants"のLenehan同様,文 化 と愛国心の
生 き血を吸 う"leech"(P・48)であ る。 この よ うに して,Yeatsがユー トピ
ア革命劇TheCountessCathleen(1899年初演)で 現代 に 復活 させた,古 い
アイル ラン ド伝説 の 救世主KathleenIliHou血anは,母親で 代表 され る
(」「)"theoldsowthateatsherfarrow"にす ぎない アイル ラン ド民衆 と,自
称 「愛 国者」た ちに よってまふたつ に引き裂かれ る。両陣営 にた いす るジ ョ
イスの告発は痛烈 である。単純す ぎ るほ ど厳格な形式が ヒステ リックにな る
のをかろ うじて救 ってい る。
これ ら 二つの 短編 に 共 通 しているのは,金 銭 にた いす る 執 着 である。
MrsKearneyは娘の出演料 の1ポ ン ドを1ギ ニーにす るのに 血 眼にな り,
"IvyDay"の雇 われ運動員の最大 の関心は,彼 らの支持者t`TrickyDicky
Tierney"(p・121)が手当を 払 うか,と い うことにあ る。 そ して,"Two
GaJlants"のgallantryは女か ら金を 捲 きあげ ることである。 このよ うな
文化,政 治,愛 の精神的価値 を売買す る"simony"(P.7)行為が,ダ ブ リ
ソ市民の精神的麻痺 と無縁であ ろ うはず がない。
アイル ラン ドは貧 しい国であ る。 われわれは,"Clay"のMariaが銀の
留 金がつ いた財布のなかをのぞき こんで,一 夜 の外 出の出費を計算す るよ う
に(p.97--98),これ らの短編を読み進 む うちに,自 分 自身が銭勘定 してい る
のに気づ く。"Counterparts"でFarringtonは,時計を入質 してや っ と手
(5)JamesJoyce,APortrait(ゾthe/lr彦is彦αε αy∂"雑8Man(London,1965),
p.188.
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に した6シ リン グで,Weathersに高価 な酒をお ご らされ"sponge"(P・93)
のよ うな奴 だ と考 える。そ して彼が挫折 の一夜 のあ とに,懐 中に2ペ ソス残
して 白け きった気持で 帰 りの電車を 待 ってい るのは,"Araby"の少年があ
か りの消えたバザ ーで,6ペ ンス残 ってい るポ ケ ッ トヘニつの1ペ ンス銅貨
をチ ャ リンと落す のを(p・33),思いだ させ る。 少年 はそ のなかか らなお帰
りの汽 車賃4ペ ンスを支払 わなければ な らない……。彼 らは二人 とも,種 類
こそ違 え同 じような虚 栄に眩み,そ れに弄ばれた情け ない人間であ る ととも
に,経 済的に挫 折 してい る。商工業 資本を イギ リスに独占 されていた アイル
ラン ドには,ド イツに 典型的 にみ られ る いわゆ る 中産階級が 成 立 しなか っ
た。APortraitでStephenが父の職業を聞かれれ て,無 表情 に父の肩書 を
列挙す る ところがあ る。 「……陣笠政治家,小 地主,小 投資家,酔 払 い,善
人,話 じょうず,誰 かの秘書役,酒 造会社のなにか,徴 税人,破 産者そ して
くの
現在は 自分 の過 去を讃 美 している人間」 これは とりもな おさず アイル ラソ ド
小地 主階級の陥落 の歴史にほかな らない。 ジ ョイスが 『ダブ リン市民』に描
いた市民生活 のみみ ちさは,う わべ だけ の上品 さをお しつぶす経済的貧困の
重圧 のあ らわれであ ろ う。'
経 済的破 綻は,家 庭 を破壊 し,両 親か ら子 どもの経 済的将来 の保護者 と し
ての役割を奪 う,"Eveline"のそれ のよ うに。家庭経済の破綻 に加 え,権 威
の古 い シンボルの衰退 は,個 人的権威であ る両親 の役割に影響 を及ぼす。若
い世代が両親か ら尊敬す るよ うに教 え られた権威が弱体を暴露 した とき,両
親 もまた威信 と権威 とを失 った。"IvyDay"の も う一 つの主題 は親 子の断
絶 と不信であ る。oldJackで代表 され る 古い世代は 新 しい変化に うま く適
応で きず,困 惑す るばか りであ る。若 い世代は古い世代 に優越 を感 じ,年 上
の人間や その教えを もはや 真面 目に受 ることがで きない。"He(oldJack's
so11)七akesth,upperhandofmewheneverheseesI,vea8up七aken.
What'stheworldcomingtowhensonsspeaksthatwaytotheir
(6)lbia.,pp.223-224,
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fathers～"(P.117)と01dJackは,白髪 ま じりの老 人の よ うに荒擾 した顔
の青年にぼや く。 ここでは ジ ョイスの アイ ロニーは,若 い世代 の無気力 と古
い世代 の世迷いに均等 に分け られてい る。 『ダブ リン市民』 を通 して,最 も
手近かな権威 の象徴 である父の イ メージは独善,吝 薔,怠 惰,挫 折,小 心,
無気力,暴 力,酪 酊 のそれであ る。 仕事場での 失敗 を 酒 で ごまか し,暴 力
をふ るう父,そ れにおびえる子 ども,教 会に慰めを求め る母"Counter-
Parts"のFarringtonの家庭 は アイル ラン ド下層中産階級 の 典型的なそれ
であ る。
ローマ ・カ トリック教会 は地上 の最大の権威 であ り,経 済 的重圧 に苦 しめ
られ,悩 む者た ちの唯一 の避難所で あった。 教会はそれ らの苦 悩は各 自の罪
の結果 であ るとともに アダムの罪 の結果であ ると教 え,彼 らの苦悩 をやわ ら
げた。 教会 は罪 の意識を助長 したが,同 時に神の絶対的な平等愛を保証 し,
神に許 され愛 され てい るとい う確信を うるための道 もあたえた。 教区牧師は
二千年の伝統 に支 え られ,朝 夕の ミサ と,誕 生,結 婚,死 の儀 式を司祭 し
て,精 神的共 同体 のゆ るぎない ことを示 していた。 世紀交替期におけ るアイ
ル ラン ド教区牧 師の 役割はたんに 宗教的指導者 に とどま らなか った。 牧師
は,多 くの アイル ラン ドの家庭 の法律相談,経 済的援助,道 徳的 教訓の唯一
の ソースであ った。 これ らの雑 多な役割を演 じていた牧師 には,応 々に して
浅薄 な精神的Franklinismの唱導者に陥 る危険が ともな っていた。 イギ リス
の圧迫が宗教の形でお こなわれた ので,牧 師 の政 治への容啄 は さけ られなか
った。"IvyDayintheCommitteeRoom"には,貧 乏牧 師 とも下 っ端俳
優 ともつか ない風釆 のFatherKeonが"alittlebusinessmatter"(P・123)
をかかえて飛び こんで くる。 しか し,ロ ーマ教会 は常に アイル ラン ド人の精
神を強力 に支配 していた。 アイル ラン ドの政 治的指導者 の有為転変 とは対照
的に,そ の宗教的指導者 は大 いなる威信 と権威 の象徴であ った。 教区牧師は
偉大な権 力者で あ り,そ の権力は讃美 と嫉 妬,そ して恐怖 の対 象で もあ った。
はや くか らIbsen等の近代思想の洗礼 を うけ ていた ジ コィスは,こ の禁 欲的
な宗 教にがん じが らめにな っているのに耐 え られなか った。『ダブ リン市民』
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と並行 して書かれ ていた,最 も自伝的な断 片StePhenHero(1944)に,ジョ
イスがいだいていた教会にたいす る激 しい欝憤 が うかがわれ る。
Ashewalkedslowlythroughthemazeofpoorstreetshestared
proudlyillreturnfortheglancesofstupidwonderthathereceived
andwatchedfromunderhiseyesthegreatcow-hke七runksofpolice
constablesswingslowlyroundafterhimashepas8edthemThese
wallderingsfilledhimwithdeep-seatedangerandwheneverhe
encounteredaburlyblack-vestedpriesttakinga8trollofPleasant
inspec七ionthroughthesewarrellsfullofswarmingandcringing
believershecursedthefarceofIrishCatholicism:anisland(whereof)
theinhabitantsofwhichentrusttheirwiHsalldmindstoothers
thattheymayensureforth6mselvesalifeofspiritualparalysis,
anislandinwhichallthepowerandrichesareillthekeepillgof
those,whosekingdomisnotofthisworld,anislandinwhichCaesar
(professes)collfessesChristandChristconfessesCaesartha七together
theymaywaxfatuponastarvelingrabblementwhichi8bidden
ironicallytotaketoitselfthi8consolationillhardship`TheKingdom'
くわ
ofGodiswithinyou,.
"Grace"の淡 々と した 口調の背後には,こ こに叩 きつけ られ てい る教会
(と警察)に たいす る激 しい憤 りが こめ られてい る。 この三部形 式の作 品を,
(8)
ジ ョ イ ス はDanteの1)ivinaComeaiaの 戯 画 に 見 立 て た 。MrKernanの
便 所 へ の 転 落,彼 の 病 床,そ してGardinerStree七Churchの"theretreat
business"(p.169)が,それ ぞ れ 地 獄 編 煉 獄 編,天 上 編 に 対 応 ナ る の を 知 る
の は 面 白 い 。 しか し こ の 作 品 の 目 的 は"IvyDay"で 政 治 と,"AMother"
で 文 化 と,経 済 を 混 合 した の と 同 じ モ チ ー フ で,宗 教 と 経 済 を 混 合 して
simonyの 一 大 シ ン ホ ニ 一ーを 作 る こ と に あ る 。MrKernanの 煉 獄 で あ る 病
床 で の,Shakespeareの よ う な 顔 を し て い る]MartinCunninghamを 中 心
(?)Joyce,5tePhenHero,pp.150-151.
(8)StanislausJoyce,Recollections(ゾ'ノames∫oycebyHisBrother(NewYork,
1950),p.20.
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に,"Papalinfallibility"とかPiusIやLeoXI工1の"motoes"と いっ
た彼 らの理解を越えた問題 を,ラ テン語 と英語が まざった例を引 きなが ら,
一杯機嫌 で議論す るのは(pp・164-167),織 工Bot七〇mと その仲間 のや りと
りの よ うに滑稽であ る。 細かな誤 りや歴史事実 の誤認 はある と して も,彼 ら
はMrsKernan程度 の素朴な 信仰をいだき,宗 教 的体験 の世俗的効用を疑
っていない。彼女 の信心 は極端な ものではなか った一一
ShebelievedsteadilyintheSacredHeartasthemostgenerally
usefulofaUCatholicdevotion8andapprovedofthesacramen七s.
Herfaithwasboundedbyherkitchen,but,ifshewasputtoit,
shecouldbelievea180inthebansheeandinthe且01yGhost.(p.155)
信 仰 は な い よ りあ っ た 方 が ま しで あ る。 しか もそ れ が 心 貧 しき を 守 り,そ
の 敵 を 見 張 り,厳 密 な 哲 学 で 武 装 し,そ れ に は 最 も誇 りた か い 護 教 者 で さ え
脆 く よ うな,真 の 偉 大 な る ロ ー マ ・カ ト リ ッ ク教 会 で あ る な らば そ れ に こ し
'
た こ と は な い 。 この よ う宏 大 な 背 景 を 背 に 教 会 の 側 か らそ の 理 想 が 裏 切 られ
る 。FatherPurdon(彼の 名 前 は`pardon'を 暗 示 す る が,ダ ブ リ ン の
PurdonStreetは有 名 な 赤 線 地 区 で あ る)は 法 衣 の 両 袖 を ひ る が え して,素
直 な 気 持 で"pot"の 洗 濯 に 集 っ た(p・160)高 利 貸 し,い か が わ しい 政 治
屋,新 聞 記 者 と い った 有 象 無 象 の"gentlemen"を相 手 に,"mantoman"
の"buSinesslike"な説 教 を す る。 彼 は,大 低 の 牧 師 な ら逡 巡 す る,ル カ書
16章8-9節 を 悠 々 と 引 い て,こ れ は"atextforbusinessmenandpro-
fessionalmen"(P.171)であ る とい う。 神 父 が 推 奨 す る の は,Christと
Mammonの 取 引 き を して,精 神 生 活 の 帳 尻 を あ わ せ て お く こ とで あ る。 こ
こ ま で くる と ジ ョ イ ス の 「悪 魔 的 ア イ ロ ニ ー」 は 極 限 に 達 す る。"Grace"
は つ ぎに 引 用 す るFa七herPurdonの説 教 で 終 っ て い る。"But,withGod's
grace,Iwillrectifythisandthis.Iwillsetrightmyaccounts."(p.172)
ジ ョ イ ス の 亡 命 の 動 機 を 語 る と き,だ れ で も が 引 用 す る の は,APortvait
Ofthe1lrtistαsaYoungMan(1916)のStephellDedalusの言 葉 で あ る。
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IwillnbtservethatinwhichInolongerbelieve,whetheritcall
itselfmyhome,myfatherland,ormychurch:andIwilltryto
expressmyselfinsomemodeoflifeorartasfreelyasIcanalld
(9)
aswhollyasIcan_,
これを ジ ョイスがAPortraitの結末部を書いていた当時 の,決 意 の集約 さ
れた表現 とみ ることには,疑 いはない。 しか しStephenの決然 た るボ ・ー一ズ
を ジ ョイ ス に パ ラ レル に お いて,彼 はそ の芸術家 としての 自律的性格ゆ え
に,家 庭や国家や教会か ら凄然な迫害 を うけた国外追放者であ る,と す る意
(10)
見に私は組 しえない。それは事実に反 している。 ジ ョイスは1902年12月,
医学を学ぶかた わ ら文学修業 をす るために,Kingstownの波止場か らPa「is
に向 った。 この最初 の出発に際 して,彼 が いかに悲愴 感に おぼれていた と し
ても,公 平 にみ て,そ れは きわめて友好的 であ り,各 方面か ら助言や援助が
あ った。LadyGregoryやダブ リン市長の推薦状 を もらい,Ibsenの蘇訳者
であ るWilliamArcherは苦労 人 らしい 忠告を あたえた。 そ してLondon
にいたYeat8はあたたか く彼 を駅頭に迎えた。 この よ うな励 ま しや,両 親
の期待があ ったに もかかわ らず,第 一回 目の ヨー ロッパ滞在は23日 とい う
惨恒た る結果 に終 った。 そ の後1912年9月 アイル ラン ドか ら決定的 に離脱
(11)
す る ま で,彼 は 都 合6回 帰 国 して い る。 ジ ョ イ ス が"avoluntaryexile"
と して 自 己 を 認 識 す る よ うに な っ た の は,1905年2月 第 三 回 目 の ヨ ・一ロ ッパ
遠 征 でYugoslavia領のPolaへ い き,身 重 の 妻 を か か え どん 底 の 生 活 を し
て い た 時 だ った 。
　　　　
ジ ョイスの合理的知性 と"honestegoism"をもってす るな ら,国 家や教
会,あ るいは家庭 を拒絶す るのは難 事ではなか ったであ ろ う。 それ らの権威
は,前 述 した よ うに,す でに弱体を暴露 していた,あ るいはす くな くともア
イル ラン ド民衆 に よって完全に機 され ていた。 ジ ョイスが恐 れたのは,汝 こ
(9)Joyce,.、4P(〃trait,p.229.
⑩RichardElimann,ノames.10ッoθ(NewYork,1959),pp.110-114.
q1)JoycetostanislausJoyce,28Feb・1905,五 β彦ters,vo工2.P・84・
働Joyce,s砂 伽 砺 ・,P・151・
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のことをなせ,あ のことをなすなと命令するような個人や制度 といった外的
権威ではなかった。彼が異国にあってなお戦わなければな らなか ったのは,
義務や良心あるいは超 自我の名のもとにあ らわれる内的権威や,常 識や世論
の 目にみえない強制力 といった,パ ースナ リテ ィの自由を十分に実現するの
を妨げる内面的な 要素であったろ う。 外的な権威の ばあいには,秩 序があ
り,命令するものがあるのは明瞭である。ひとは権威 と戦 うことができる。
そ してこの戦いの うちに,個 人の独立性 と道徳的勇気とが発達す ることがあ
りうる。 しか し,た とえば良心 といった内的権威のばあい,そ の秩序を自分
自身のものであると感 じているとき,ど うして自分 自分に反逆す ることがで
きるであろうか。内的権威は,ま だその命令を認識 しうる。 これにたい し世
論や常識の強制力は,命 令も命令す るものも,目 にみえないものとなってい
る。それは 目にみえない敵によって砲撃を うけるのに似ている。戦 うべきな
にびとも,ま たなに ものも存在 しないのである。
ダブ リンにおいて,中 世の人間たちに,不 自由ではあったが,真 の安定 と
帰属感をあたえていた理想や価値や権威の象徴は,壊 滅 していた。その市民
は 自由であった。 つまり,孤 独 と懐疑 と不安 と無力の 無限地獄におちてい
た。 しかもなお,か つての権威 よりはるかに冷酷な権威におびやかされてい
た。ジ ョイスが ダブ リンの現実をDanteの地獄の戯画であると考えた とき,
この ような地獄絵巻をみていたのではなかろ うか。われわれはダブリンの社
会的麻痺をみてきた と思っている。ジ ・イスが生体解剖 した,ダ ブ リンの精
神的麻痺の病巣をみ るときがきた。
(2)
Therewasnohopeforhim七histime:itwasthethirdstroke.
NightafternightIhadpassedthehouse(itwasvacationtime)
andstudiedthelightedsquareofwindow:andnightafternight
Ihadfounditlightedinthesameway,faintlyandevenly.Ifhe
wasdead,Ithough七,IwQuldsee七hereflectionofcandlesQnthe
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darkenedblind,forIknewthattwocalldlesm旦stbese七atthe
headofacorpse.正 【ehadoftensaidtome:`Iamnotlongfor
thisworld,,andIhadthough七hiswordsidle。NowIknewthey
weretrue.EverynightasIgazedupatthewindowIsaidsoftly
tomyselfthewordparaly6is.Ithadalwayssoulldedstrangelyin
myears,1ikethewordgnomonintheEuclidandthewordsimony
intheCatechism.Bu七nowitsoundedtomehkethenameof
somemaleficentandsinfulbeing.Itfilledmewithfear,andyet,
110ngedtobenearertoitandlookuponitsdeadlywork(p.7)
これは 最初 の短編"TheSisters"の冒頭の 一節であ る。 そ のhypnotic
な文体に よって,こ の作品ばか りでな く,『 ダブ リン市民』全編 の調 子 と主
題を提示 してい る,と いわれ てい るものであ る。確かにそれには違 いない。
t(13)
しか し,こ の作品はW・Y・Tindallが認めてい るよ うに,全 編の うちで も最
も謎 めいた,最 も難解 な作 品であ る。"paralysis"なる語への誘惑 と恐怖は
病的 といえ る。牧師 の死では じまってい る構 成 じたいが謎解 きに特有 のサス
ペンスを あたえ る。MarvinMagalanerは,聖杯 を壊 して祈薦書を床 に落 し
無感覚 な昏 眠にふけ るFather・Jame8Fly皿の肉体上 の麻痺を,ア イル ラ
ン ド・カ トリシズ ム の 腐敗 と解釈 し,通 夜の席で,老 婆か らさ しだ され る
シ ェ リー酒 を話者の少年力{断わるのは,宗 教的 ・Communion"の拒絶 をあ
(14)
らわす と考えている。Magalanerの解釈の前半は 疑問の余地がない。 しか
し,後半は説得力にとぼ しい。神父の失意の生涯は,最 後にNannieがとつ
とつと話す回想によって 明 らかにされる。 その話を 聞いている少年の沈黙
に,大 人の世界か ら禁 じられた(例 えば01dCotterによって)老 神父との
「邪悪な罪深い」関係の秘密が お し殺されていないだろうか。 この作品の異
様な ドラマは堕落 した宗教の拒絶,あ るいはそれか らの脱出といった積極的
姿勢にあるのではな く,む しろ逆様に 自由や個性か らの逃避を求めるサ ド・
㈱WilliamYorkTindall,ARθ α伽'εG癩 θ'o/amesJoyce(NewYork,1959),
pp.13-16.
ωMarvinMagalanerandRichardIくain,ノoツ`6'丁 劾1瞼%,伽 砺o擁,読 θ
Rel)utation(]London,1956),PP・71-75・
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(15)
マゾヒズム的努力にある。 それはまた 全編を つ らぬ く支配的主題 ともいえ
る。
生来 「几帳面す ぎる」性格の牧師には,「教会の勤めが重すぎた」(p・15)。
聖杯を壊す とい う不慮の事件があってか ら,彼は人生への参与を完全に失い
肉体は麻痺 し,晩年は感受性が強い少年 との擬似精神的なまじわ りを唯一の
慰めに している。 このような神父にとって少年 との関係は,挫 折 した聖職者
としての願望を充足するための最後の機会であ った,と 想像できる。彼は少
年に希望を託 し,ラ テン語を教え,「公教要理」に答えさせた。 つまり,少
年を 自己の一部 とす ることにより,自我の拡大を計 り,そ うす ることに よっ
て,独 立 した個人としては 欠けていた力を 獲得 しようとしたのである。 先
に少年は"paralysis"に隣接す る語 として"gnomon"(暑針あるいは馨折
形,平 行四辺形の一角を含んでその相似形を取去った形のこと)を あげてい
たが,FatherFlynnは,多くのダブ リン市民 と同じように,自 我の統一を
欠いた"gnomon"である。少年はその影あるいは欠損に恐れなが ら魅了さ
れてい く。少年が神父に求めるのは,他 ではえ られない友情 と知識 といった
人間的関心であるが,神 父との関係はこれ ら両方の関心を堕落 させ,彼 の人
間性 まで破壊 して しまう。神父が少年に求めているのは,神 にたいするよう
な絶対的服従なのである。彼の決疑論的教育はそのための最も効果的な手段
である。それは思考を麻痺させ懐疑の森に とじこめるばか りでな く,そ の尊
法体系は決定的行為をも阻害す る。神父は自己防禦できないものに苦悩を し
のばせサデ ィズム的よろこびを味わ う。
Sometimeshe(FatherFlynn)hadamusedhimselfbyputting
difficultquestionstome,askillgmewhatoneshoulddoincertain
㈱ 最 近 の もっ と も 興 味 深 い ジ ョイ ス の 初 期 の 作 品 の 研 究 書 で あ るEdward
Brandabur,AScrupulousMeanness(London,1971)1よ『ダ ブ リン市 民 』 のほ
とん どの 人物 に"Sadomasochisticneurosis"をみ て い る。Brandaburの精
緻 な 分 析 に 多 くを 教 わ った が,『 ダ ブ リ ン市 民 』 の 人 物 は 神経 症 で あ る とは 思
え な い,彼 が丹 念 に 立 証 し よ うと して い る 性 的 倒 錯 は,本 書 の 弱 点 の 一 つ で あ
ろ う。 筆 者 の逃 避 の モ チ ー フ と して の サ ド ・マ ゾ ヒズ ム的 努 力 の 概 念 はErich
Fromm・EscapefromF名%40彫(NewYork・1941)によ って い る9
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circumstancesorwhethersuchandsuchsinsweremorヒalorvenial
oronlyimperfections。Hisquestions8howedmehowcomplexaロd
mysteriouswerecertaininstitutionsoftheChurchwhichIhad
alway8regardedasthesimple8tacts.(p.10-11)
一方,少年に とって,FatherFly皿のヤンセン主義的教義と,夢 にまで
追いかけて くる"theheavygreyfaceoftheparalytic"(p・9)は,強烈
な神秘的魅力であり,恐 怖におののきなが ら(あ るいは恐怖ゆえに)そ の肉
体的,精 神的麻痺の凄 まじい働 きを見届けたいと思 う。少年が神父に魅せ ら
れ るのは,彼 との関係がもた らす苦悩 と,圧 倒的に強いと感 じる相手に征服
されたいとい うマ ゾヒズム的願望である。彼はいわば"gnomon"の影 とな
って,よ り大 きな部分 と一体化 して,そ の知識 と権威を獲得 しようとするの
である。
ここには明 らかなサ ド・マゾヒズム的共棲がみ られ る。つまり,お たがい
が 自己 自身の 統一性を失い,お たがいに 完全に依存 しあうように,一 体化
す るのである。共棲的な関係にはいろうとす る衝動へか りたてられるのは,
自己自身の孤独と無力感にたえられないか らである。老神父は教会の ヒエラ
ルキーか らの脱落者であ り,疎外者である。少年は両親の愛か らひきはなさ
れ,里 子同然に祖父母にあずけ られてお り,ひ とりぽ っちで,よ そよそ しい
敵意にみちた世界に対立 している。少年は無意識の うちに,お たがいに他を
これまでの 不幸な人間関係の代償に 使 っているのを 感 じている。 夢のなか
で,少 年のたましいが,ど こか快い悪徳の領域へ落ちていく,神 父はそ こで
彼に告白 し,彼 もまた 「聖職売買者の罪を赦そ うとす るかのよ うに」力な く
i笑う(p・9)。神父は麻痺的誘惑によって,倒 錯的快楽を うるために,そ の知
識や聖職者 としての義務を 「売った」。 少年が神父を赦すのは,そ の誘惑が
彼自身の必要をみた していたか らである。力ない笑いは,神 父の笑い ととも
に,共 棲的な関係にあるもの同志の相互理解と黙諾 と快楽の笑いである。
しか し,それは永続的,創 造的な結合ではない。少年が求めているのは本
質的には個性や自由か らの逃避である。意識的には彼は安全であ り,な にか
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に 属 して い る よ うに 感 じ る こ とが で き る。 しか し,根 本 的 に は 彼 は 彼 の 自己
喪 失 に な や む 無 力 な ア トムに す ぎ な い 。 彼 と,彼 が しが み つ く力 と は,け し
て 一 つ に な る こ とは な い 。 根 本 的 対 立 が 残 り,そ れ と と も に,た と え意 識 的
で な い と して も,マ ゾ ヒ ズ ム的 な 依 存 に 打 ち か ち,自 由 に な ろ う とす る衝 動
が 残 る。"Iwalkedawayslowlyalongthesunnysideofthestreet,read-
ingallthetheatricaladvertisement8intheshop-windowsasIwent"
(p.10)."thewindowpanesofthehousesthatlookedtothewestreflected
thetawnygoldofagreatbankofclouds"(p.11)・これ らは 解 放 と 自 由
の イ メ ー ジ で あ ろ うが,そ れ らの 例 は 非 常 に 限 られ て い る。 しか も"slowly"
で あ る とか"agreatbankofclouds"によ っ て 条 件 づ け られ て い る。 話 者
の 少 年 の 全 人 格 を 支 配 して い る の は"theheavygreyfaceoftheparaly一
七ic"であ る 。 彼 は 死 亡 告 示 を 見 て 老 神 父 の 死 が 疑 い え な い も の に な る と,
な に か に 突 き当 っ た よ うに 戸 惑 う。 しば ら くた っ て,彼 は 自分 に 「悲 歎 の 気
分 が 少 し も お こ らな い の を 不 思 議 に 思 っ た,ま た 自 分 の うち に,彼 の 死 に よ
っ て な に か の 束 縛 を 解 か れ た よ うな 自 由 感 を 覚 え て 当 惑 す る く らい だ っ た 」
(p.10)。個 人 的 自我 の 確 立 の うえ に 立 っ て,積 極 的 に 相 手 を 肯 定 す る よ うな
友 情 で は な く,支 配 と服 従 の 関 係 で しか な か っ た 少 年 と神 父 の 結 合 は,友 の
死 に 際 して も哀 惜 の 感 情 さ え わ か な い の で あ る 。 自 由 を 犠 牲 に し,個 人 的 自
我 の 解 放 を 可 能 に して い た 束 縛 が 解 か れ た と き,逃 避 は 挫 折 し,孤 独 と絶 望
に 変 貌 した 自 由 に,少 年 は 当 惑 す る の で あ る 。 「檸 猛 な 顔 」 で 棺 に 横 た わ る
神 父 は,も は や 彼 の 笑 い に 応 え て くれ な い 。 少 年 と神 父 の 関 係 は,Nannie
が 一 番 最 後 に い う よ うに"the「ewa8somethin990new「ou9"(P'16)で
あ っ た の で あ る 。
「少 年 時 代 」 の 他 の 二 編"AnEncounter"と"Araby"は,"TheSisters"
よ り構 成 は 簡 単 で は あ るが,同 じ主 題 の 追 求 で あ る。"Araby"の 少 年 は,
"TheSisters"の少 年 の よ うた 祖 父 母 に あ ず け られ て お り,"AnE■counter"
の 少 年 は ロ ー マ 帝 国 史 の 朗 読 を 強 制 す る権 威 的 な 教 師 に お び え て い る 。 彼 ら
は と も に 感 受 性 が 強 く,内 攻 的 で 環 境 に うま く調 和 で き な い 。 ク ロ ン ゴ ー ス
『ダブリン市民』一 麻痺の中心(永原) (23D
の運動場で,フ ッ トボール選手 の 「き らめ く眼 と泥 まみれ の靴」 におのの き
なが ら,「 ときどき駈けだす よ うす」 を しているAPortraitのStephenの
く　の
よ うに,"AnEncounter"の 少 年 は 「勉 強 家 の 弱 轟 だ と 思 わ れ る の を 恐 れ
て 」(p.17)乱捧 な 連 中 の 仲 間 入 りを して い る"thereluctantIndians"の
一 人 で あ る。 「単 調 」 な 生 活 に 「逃 避 の 戸 口」(p・17)を開 い た の は 文 学 だ っ
た 一"AnEncounter"で はWildWes七 の 読 物,"Araby"で は 黄 色 い 頁
を したTheMemoiPtSofViaocgとい った 。 しか し,彼 らが 握 り しめ る 幻 想 の
杖 は,一 振 りで 魔 法 の 国 の と ば りは 開 く こ とが で き て も,現 実 を 変 え る こ と
は で き な い 。``AnEncounter"の幻 滅 に み ち た 冒 険 の 最 後 にencounterす
る の は ダ ブ リン のpersonificationのよ うな 老 倒 錯 者(彼 に はFatherFlynn
と の 多 くの 類 似 点 が あ る)で あ る 。 話 者 の 少 年 は,そ の 出 口 の な い 催 眠 的 な
同 語 反 復 に,"TheSister8"の少 年 の よ うに 引 きつ け られ るが,よ うや くそ
の 誘 惑 に 打 ち 勝 っ て,そ れ ま で 軽 蔑 して い たMahonyに 助 け を 求 め る
も う一 度 幻 滅 す るた め に 。
"Araby"の 少 年 の 幼 い あ こが れ を か き た て るMangan'ssisterには
,ジ
(17)
ヨイスがかつて 一文を献 じた,JamesclarenceMangan(1803--1849)の有
名な詩"DarkRosaleen"が二重写 しに され てい る。詩 人の アイル ラン ドの
心像 へ よせ る浪慢的 な献身 も 少年 の ものであ る。 彼女が暗示 した"Araby"
とい う名 のバザ ーの綴 り音が,彼 に 「東 洋的 な魔法をかけ」(p・30),彼は中
世 の騎士 のよ うに敬神 と恋情が混 りあ う憧憬 の念を もって土曜 日の午後の雑
踏を歩 く。 「私 は,自 分 の聖杯を敵 のむ らが りか ら安全に運び出す 思いだ っ
た。彼女の名前 は,折 々私 自身に も解せ ない奇妙 な祈薦や讃 美 とな って,口
に出て きた」(p・29)。彼 は この とき本来の 自己を喪失 して,に せの 自己の仮
面 をかぶ っているのに 気づいていない。 仮面 は 早 晩現実に よって 引裂 かれ
る。 「礼拝 の後 の教会」 の よ うに荒涼 と したバザ ーで,彼 が 目に したのは,
盆 の上 で金を数 えてい る散文的 な現実で あ る。彼はなお 「銅貨や銀貨 の鳴 る
(16》Joyce,AP()rtrait,P・4・
a⑳"JamesClarence】 海ngan,"TheCriticalWritings,pp.73-83.
(232) 人 文 研 究 第43輯
音」にた え,あ こがれ の人の面影を追求す る。彼の幻想 は,大 きな壷 が 「東
洋 の近衛兵」 の よ うに暗 い入 口に並ぶ売店 でMangan'ssisterを思 ってい る
とき,職 業意識か ら近 づいて くる 若 い女に よって,つ いに現実へつ き落 さ
れ る。 彼のDarkRosaleenは,イギ リス人 と 戯れ る はす っぱ 女だ った。
"Araby"の最後の文章は,幻 想 を主 人 と して 生 きた ものの幻滅の痛恨 で振
れ てい る。
GazillgupintothedarkllessIsawmyselfasacreaturedriven
anddridedbyvanity;alldmyeyesburnedwithanguishand
anger.(P.33)
Evelineの挫 折は,『 ダブ リン市民』の人物のなか で,具 体的な 脱 出の機
会をあたえ られ ている唯 一の例だけに,最 も痛 ま しい。Frankは彼女 を愛
し,ブ ラジル での 新 しい 生活 を 約束 した。 しか し,彼 女は,Stephenが
Ulysses(1922)の一 日,母 親 の亡霊 に 悩 まされ るよ うに,「 平凡な犠牲づ く
めの生涯」(p・38)の最後に 狂 い死 した 母親 の亡霊 の と りこにな っている。
臨 終の母が残 した 言葉は,で きるだけ長 く家族 の世話をみてほ しい,と い う
ことだ った。 い ま捨 てい こ うとして振 り返 ってみれば,苦 しみばか りの家庭
も 「全然 いやな生活で もない」(p・34)とい う気がす る。「意識の流れ」 の最
も初期の痕跡 を とどめ ている,彼 女 の三 人称 の単調な独 白は,不 断に降 り積
る 「塵埃」 と父の暴力 と経済的圧迫 と死,そ れに対応す るFrankが約束す
るBuenosAyres(美しい大気)と 愛 と自由 と生命 との間を正確 に往復 して
い る。 この回帰的 な独 白は,独 立 して 強 くあ りたい とい う願 望 と無意味や
無力の感情 との際限 のない戦いであ る。それ は苦悩をつの らせ ることに よっ
て,苦 悩 をやわ らげ ようとしてい るかの よ うである。彼女 は(計 画通 り)苦
悩 の海に溺 れて しま う。 「世 界 の海が ことごと く彼女 の胸に押 しよせた。そ
れ らの中へ,彼 は彼女を曳 きず りこも うと している,男 は 自分を溺 らして し
ま うだろ う。彼女は両手で堅 く鉄 の柵 を握 りしめた」(p・38)。彼女 は 自由の
重荷 にたえ られ なか った のであ る。彼女がみ いだ した解決策 は,自 己 を無に
『ダブリソ市民』一 麻痺の中心(永原) (233)
まで縮少させることができれば,個 人 としての分離感さえ克服できれば,こ
の矛盾 と苦悩か ら自分 自身を救いだせるであろ う,とい うのである。彼女は
完全に自己を放棄 して しまった。アイルラン ドとい う鉄柵にかこまれた動物
になって しまった。
Shesetherwhitefacetohim,passive,likeahelplessanimaL
Hereyesgavehimnosign.ofloveorfarewellorrecognition.(p.39)
Evelineがマ ゾヒズム の 典型であ ると した ら,"Counterparts"のFar-
ring七〇nは破壊的 サデ ィズムのそれ である。 それを詳 しく例証す るまで もな
いであろ う。 ここには無数 のcounterpartsがみ られ る。MrAIIpyneに怠惰
と無能を謎責 され て無礼 な 口答 をす るFarrington,その子Tomの もっ とも
な無力の弁解に暴 力を振 う彼,彼 を腕相撲で 二度 負かせ るWeathers,ユダ
ヤ人のMissDelacourに財産 めあての横恋慕 をす るMrAlleyne,イギ リス
人のテ ィヴォ リ座 の女優が流す秋波に金が な くて応 じられ なか ったFarring一
七〇n,夫の帰 りをまたずに教 会に脆 くFarring七〇nの妻,"tooIrish"な酒の
お ご りあい等 々。作者が ジ ョイスであ るか らcounterpartするのは状 況だけ
ではない,も ち ろん用語や文体が絶えずcoun七erpartしている。 しか しそれ
は いま例記 しない ことにす る。 この よ うな相似的 状況や用語 の反 復連 鎖は,
Farringtonが社会 の交換 可能な 一個 の歯車にす ぎない ことを 示 してい る。
Far「ingtonは,あの よ うな無礼にた い しては謝罪 しなければ,MrAlleyne
が 自分 の甥 を事務所 に入れ るためにPeepe少年を 解雇 した よ うに,自 分 も
解雇 され るか も しれな い,'と思 う。実際,彼 がや っている法律書記の よ うな
仕事な ら,だ れで も 彼 よ りうま くで きるであろ う。RobertSchole8が指摘
(18)
してい るよ うに,Farringtonが一個 の独立 した 人格をそ なえた人間 と して
名前 を呼 ばれ ているのは,主 と して 酒場 の場面であ る。 職場 で も,そ れ と
counterpartする 家 庭 で も大 体 は ・theman"ある い は 更 に 蟻 少 な ・aman"
⑱RobertScholes,"Counterparts",ノamesノ砂68'sヱ)b`bliners,ed.CliveHart
(London,1969),pP・93-99・
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と呼ばれている。酒はこのような社会の機械的な歯車にすぎない状態を忘れ
て,人 間性をとりもどそ うとするはかない手段であ り,彼の暴力は他を苦 し
めることによって,そ の対象へ依存 しようとす るサデ ィズム的努力 とい うよ
り,彼 を拘束 している対象を破壊 して自由になろうとす る行為である。 この
ような破壊性を,ErichFrommは,生きられない生命の爆発である,と い
(19)
ってい る。 とはいえ,こ の よ うな爆発が永続す るはずがな い。
"ALittleCloud"は構成 の上 でt`Counterparts"に非常に よ く似 ている
。
主人公 は両方 とも しがない法律書記 であ る。酒場でWeathersに傷 つけ られ
た 自尊心 を子 どもに当 って うさ晴 しをす るFarring七〇nの 関係は,Gallaher
にか きた て られた反抗心 を赤 ん坊に向け るChandlerにあてはま る。両者の
相違 は,前 者 の努力がいかに無為で あっても 「生命の爆発」 にあ った のにた
い し,後 者の行為 はいかに 有効であ ろ うとも,そ れ は生命 の 畏縮につなが
る。そ の畏縮性は標題 の"ALi七tleCloud"には じまってChandlerの緯名
であ るLi七tle,彼が とじこもる玄関脇 の"aIittleroom"(P・69)と無数 に く
りか えす"1ittle"の反復 に よって否応 な しに印象づけ られ る。 この"white
andsmall"な手 と"childishwhi七e七eeth"をもつ 幼児的 に畏 縮 した小男
(p・68)は,なん らかの幻影 の助けがなければ生 き られない弱い人間で ある。
この三部 か らな る彼の物語 の最初は,一 躍 ロン ドン新 聞界 の寵児にの しあが
った,IgnatiusGallaherに会 えるとい う夢 の よ うな 現実が ダブ リンの過去
を抹殺す る。 中央部は 再会 した 友 の奔放で 華 々 しい生活 で 「神経過敏 な性
質 の平衡」(p・78)をくつが えされ る。 最後 に夢 の ような 未来に と じこもっ
て,泣 きさけぶ 赤 ん坊の現実的要求に"S七〇p1"をかけ るのであ る。Little
Chandlerが作 った小 さなろ うそ くに ともす"aninfanthope"(p.71)は,
彼 の心 の暗闇を照す だけであ る。その とも しびを消 さないために は,で きる
だけ 白 日の現実 か ら 遠ざか らなければな らない。 現実 との 接触 を 失 った と
き,思 考 と感情 は麻痺す る。HughKennerやRobertBoyle,s・J・が留意
㈲Fromm,Escapeノ レo初Free40m,p.207.
rダブ リン市 民』一一麻痺 の中心(永 原)(235)
(20)
して い る よ うに,Chandlerは 自己 自身 に な い 感 情 を 定 形 的 な 感 情 で 感 じ,
clich6を寄 せ あ つ め て 思 考 に か え る。 た と え ば,晩 秋 の 夕 日は"ashower
ofkindlygoldendu8t"(p・68)を撒 き散 らす 一ベ ン チ で 居 眠 を す る だ ら
しな い 子 守 りや よぽ よ底 の 老 人 に 。 彼 は 書 い て も い な い 詩 集 が 受 け る批 評 の
文 句 を 考 え る 。"tMrChanale「hasthegiftofeasツana9「acefulve「se'…
・AenistfalsadnessPevvaaesthesePoems'_`TheCelticnote'"(P・71)。名 前
が ア イ ル ラ ソ ド風 に み え る よ うに,母 方 の 名 を 自分 の 苗 字 の 前 に 挾 ん でT・
MaronChandlerにし よ う。UlyssesでStephenも同 じ よ うな 想 燥 を す る
が,彼 が 未 熟 な 習 作 を 嘲 笑 して い る の に た い し,Chandlerはこの 無 味 乾 燥
な 書 評 子 の 決 ま り文 句 を 真 剣 に 考 え,そ の な か で 生 き て い る の で あ る。 八 年
振 りに 再 会 す るGallaherはclich6の固 ま りの よ うな 人 物 で あ る 。 彼 は 粗 野
で 狽 雑 な 世 期 交 替 期 の 新 聞 界 の 隠 語 を 機 関 鎌 の よ うに 話 す 一"tastedthe
joysofconnubialbliss"(p.76),"mayyouneverdietilHshootyou,,
(P.76),``knockaboutabit,,(P・73),``Hotstuff1,,(P.74),``headin
thesack"(p.78)。こ の よ うな 言 葉 で 語 られ るnン ドンや パ リ ・ー一の 裏 街 は,
安 物 の 週 刊 誌 の切 り抜 に す ぎ な い が,Chandlerのに せ の 感 情 を 刺 激 す る の
に 十 分 な だ け のrealityがあ る 。
彼 が 家 に 帰 っ て 読 むByronの"OntheDeathofaYoungLady"と
題 さ れ た 詩 は,Chandlerの存 在 を 総 体 的 に 暴 露 して い る。 行 動 性 の 完 全 な
欠 如.彼 の 現 状 に ぴ った りあ て は ま る小 さ な 墓 穴,か つ て 愛 した 婦 人 の 死 は
彼 の 妻 に た い す る現 在 の 感 情 で あ る。 そ れ に た い しByronは 浪 慢 的 反 逆 児 ・
で,婦 人 の 寵 愛 の ま とで,Gallaherのよ うに 旅 行 者 で,IgnatiusLoyolaの
よ うな 闘 士 で あ る。 そ の詩 の 憂 欝 な 調 子 は,Chandlerが自分 の もの だ と信
じて い る気 質 で あ る。 しか し,こ の 詩 はByronが 初 期 の 未 熟 な 韻 文 と後 期
の よ り適 切 な 詩 を 対 比 す る 目的 で 再 刊 を 許 した,自 意 識 に み ち た 感 傷 を 十 八
世 紀 の 陳 腐 な 詩 語 で 押 韻 した だ け の 駄 作 で あ る,の にChandlerは気 づ い て
⑳HughKellner,Dublin'ε ∫oッoθ(】London,1955),pp.8-9:RobertBoyle、
s.J.,``ALittlec]oud",ノamesJayce'sDubliners,PP・84-92・
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いない。 彼が書 く詩 も これに類 した ものであ ろ う。それは彼が考えた程度 の
賞讃 は うるで あろ うが,畏 縮 した生命 の思考 と感情 の麻痺か ら生 まれた文 学
が,人 の心を うつはずが ない のをわれわれ は知 っている。"ALittleCloud"
がつ いに彼 の眼に浮ぺた 「悔恨 の涙」(P・83)は,"Araby"の少年 の眼に燃
えた,幻 想 と現実の差を認 識 した ものの 「苦悩 と憤怒」 とは違 って,畏 縮 し
た非芸術的精神 の不 毛をそ だてる自己憐欄 の雨 である。
ジ ョイスは"TheBoardingHouse"のきわめて効果的 な構成 に よって意
志 の麻痺 を表現 してい る。 彼は,MrsMoonyとBobDoranそ してPoHy
の意 識を切れめ な く巧みに並置す るこに よ り,決 断の機会 を抹殺す るのであ
る。MrsMoonyはPollyとMrDoranの 関係を,世 間 の うわ さにのぼ る
まで,黙 認 してお く。 彼女は,自 分が書いた台本通 り 稜 された娘の名誉 に
は,唯 一 の"reparation",結婚があ るべ きだ と考 える。「道徳問題を,肉 切
り人が肉を扱 うよ うに処理す る」(P・61)のに慣れ ている 彼女に とって,現
実 と彼女 の願望 を調和 させ るのは困難ではなか った。世論 の強制力に訴 えれ
ば よい,社 会の倫理的規範の影 にか くれれば,彼 女の良心 も痛 まない。Bob
Doranは罠にはまった と思 った。酒癖の悪 い先夫が いて,「悪い評判」(p・64)
の うわ さが あ る下宿屋の娘 と結婚す るのは気が進 まない。 しか し世間の 目と
い うものが あ る,雇 主に知れないはずがない,永 年 の勤続 は ことごと く徒労
に帰す だろ う。Doranは"abigimposingwoman"(p.59)が強要 しよ う
してい るの とまった く同 じことを考え,感 じ,悩 むのであ る。無気力な彼に
世論の力をはねか えす力はない。教会はすでに断を下 していた。Pollyは親
け
睦会で うた う卑狼な歌の題 の通 りの"Mamma'sLittleGirl"であ る。二階
の寝室で鏡 をのぞいてい るだけで役 目は十分 に果せ る。 結婚は三人のだれに
とって も愛情 問題 では ない,補 償条件 の取 引である。その際抵 当に要求 され
てい るのは 自我 の自立性であ る。BobDoranはMrsMoonyに 呼ば れて,
逃げ るか,同 意す るか,二 つに一つだ と考 えなが ら階段 を降 りて くる。踊 り
場で振 り返 ると,「 妹に変な ことを した ら,そ いつ の喉 元に喰いつ きかね な
い」 町の 情報屋 の ようなJackMoonyが 「ブル ドックの よ うな顔」を して
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"thereturnroomS'の戸 口に立ちふさが っていた(p66)。もはや ジ ョイス
に して も,筆 者に してもなに もい うことはない。意志 はすでに放棄 され てい
るのであ る。
"ALittleCloud"と・fTheBoardingHouse"で思考や感情や意志 につ
いて,本 来の行為がにせ の行為に代置 され るのをみて きた。"Clay"では,
本来 の 自己がにせ の 自己に代置 され ている。Mariaの習慣的 な態度は同調 と
順応 であ る。 他 と完全に同調 し,す っか り環境に順応 で きれば,「 私」 と外
界の矛盾 は消失 し,そ れ と同時 に,孤 独 と無力 の感情 も消え る。Mariaは,
自由と愛 をす てて 社 会に生 きのびたEvelineであ る。 しか し,抑 圧 され た
欲求は まだMariaの小 さい肉体 のなかに 生 きている。 自己満足 にひた りき
った楽天的な彼女 の性格は,お 茶 に配 るバ ームブラックの よ うに 「切 ってな
い よ うにみえて,近 よってみ ると」(P・97)分裂 してい るので ある。 彼女 が
勤め てい るDublinbyLamplightLaundryは,ジョイスの説明に よると,
(21)
街娼 のための社会復帰施設 であ る。Mariaはもちろん街娼 で も新教徒 で もな
い。 しか しJoeが破産 してか ら,かつての乳母 の職場 と した この不愉快 な環
境を,彼 女は 「気にい っていた」(p・98)。同調 は女性の美徳 であ る。施設 の
総監督婦 は二人 の監督婦や代理 の前で,彼 女 を"averitablepeace-maker"
(p・97)だとい った。 彼女 は,権 威者があたえて くれた,こ の名誉あ る聖処
女Maryの 役割 に満足 し,そ れにな りきることに よって,自 己の 同一 性に
つ いての疑惑 も解消 した。
"Clay"の万霊 節は
,彼 女 の 抑圧 された 欲求が 亡霊 の よ うに よみが える
晩であ る。LizzieFlemingは,今年 こそMariaの・ミー ム ブ ラ ックに き っ と
指 輪 が 入 って い るとい ってみんなを笑 わせた。笑 うと 「鼻の尖が ほ とん ど願
の尖 に くっ く」(p・99)魔女みた いな 小柄 な老婆 と結婚は,い かに も不条理
であ り,失 笑 以外 の 何物 でもない。 しか し 「指輪 もいいひ ともい らない」
(P・99)といってMariaが長 いあいだ聖処女 の仮面の下に抑 えてきた欲求 こ
91)JoycetostanislausJoyce・13NoveTn,b孚rIgo6・Lettβrs,vo1・2・P・19z・
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そ,結 婚 と性 の衝 動であ った。彼女は鏡の前 に立 って,娘 時代を思い出 しノ
「奇妙 な愛情」 を こめて 小柄 な体を 眺め る。 「それ は長い歳 月に もかかわ ら
ず,や は り綺麗 な こじんま りした 体だ った」(p・99)。菓子店で ウェデ ィン
グ ・ケーキが入用か ときかれて,彼 女は真 っ赤にな る。 ドラム コン ドラ行 の
電車のなか で,陸 軍大佐 の よ うな風釆 の紳士 に親切 に声 をかけ られ,ひ ど く
狼狽 して しま う。そのそばに彼女が置 き忘れた プラムケーキは,先 のバ ーム
ブ ラ ックとの象徴的連 合に よって,彼 女の 自己喪失 を示 してい よ う。にせ の
自己が本来 の 自己に よって裏切 られ,自 己の同一性が危 機に瀕 しだす と,彼
女 はいっそ うにせ の 自己に しがみつ くので ある。Donnely家で,Ma「iaは
彼女に とって 最 も安 全な"averitablepeace-maker"の役を 演 じて,Joe
とAlphyの仲たが いを和解 しよ うとす。 しか し非処女的 なMariaに聖処女
Maryの力が あろ うはずがない。Joeの不興 を買 って,彼 女 は詫 る。
このよ うな同調や順応 は,彼 女に一 種の安定感をあたえ るが,そ のために
払 う代価は高価 であ る。 自発性 と個性 を放棄す る ことは,た とえ生物学的 に
は生 きていて も,感 情的,精 神的には死を意味す る。万霊節 の占い遊 戯で,
目隠 しを して彼女が選 んだ のは 「土 くれ」 であった。それ は裸 眼では正視で
きない彼女 の実在であろ う。彼女の人生 も"TheSisters"のFatherFlynn
の生涯 の ように"Therewassomethin990newron9"であ ったのだ。 しか
し彼女はそれを 自覚 していない。彼女 は"itwaswrongthattime"(p・103)
だ と思 う。彼女は人生 の遊戯 を ごまか して,二 度 目ににせ の自己にふ さわ し
い祈薦書 を取 る。 最後にMariaぽ,か つ てEvelineがFrankにつれ てい っ
て も らったBalfeの歌劇TheBohemianGt'rlを「顛 え る小 さな声」 で うた
う。
IdreamtthatIdweltinmarblehalls
Withvassalsandserfsatmyside,
Andofallwhoas8embledwithinthosewalls
ThatIwasthehopeandthepride.
『ダブリン市民』一 麻痺の中心(永 原) (239)
Ihadrichestoogrea七tocount,couldboas七
〇fahighancestralname,
ButIalsodreamt,whichpleasedmemo8t,
Tha七youlovedmestill七he8ame.(p.103)
彼女が間違えて うたった第二節 目の歌詩は,彼 女の超自我が禁忌 した ロマ
ソチ ックな求愛であったρJoeは歌の文句と彼女の現状 とのあか らさまな相
違 と,無 意識の抑圧によってかえって暴露 された彼女の欲求に気づいてか,
しんみ りす る。 彼は 「昔が一番 よかったのだ し,oldBalfeの歌ほど好 きな
ものはない」(p・104)といって彼の感情をごまかす。 しか し,だれにとって
も過去は現在と比べて少 しもよ くなかった,現 在の苦悩をやわ らげるために
過去を美化 しているにすぎないのである。Joeの眼に温れる涙は現実を くも
らせていた。
以上8編 の作品の批評的解釈を とお して,ダ ブリンの精神的麻痺はかなり
明 らかにされたものと思われ る。それを要略するな ら,孤独の恐怖にたえ ら
れず,自 発的な 個性を 放棄 して,本 来の自己以外のなにものかにすが りつ
く,それは一種の安定感とやす らぎをあたえるが,そ のとき生物学的には生
きていても,感 情的,精 神的には死である,と い うことになろ う。ジ ョイス
が執拗に切開 し,て きけつ した 個性や 自由か らの 恥ずべき 逃避の諸相は,
(22)
ErichFrommが『自由か らの 逃走』で サ ド・マゾヒズ ム的 性 格 を もった
「権威主義」,「破 壊性」,「機械的画一性」 に分類 した逃避 の心理的 メカニズ
ムに驚 くほ ど合致す る。Frommは 自由(即 ち孤独 と絶望)の 多義性 は近代
史 の宿命であ ると考 えている。 ジ ョイスが二十歳 の前半です でにそれを美事
に形象化 してい るのは,あ らためて彼 の天分 の豊か さに驚嘆 させ られ る。 し
(23)
か し,こ の 「逃 避 と挫 折 の 年 代 記 」 を 読 み す す む うち に あ る 疑 問 を 感 じざ る
を え な い 。 ジ ョ イ ス の 精 神 的 麻 痺 の 生 体 解 剖 は,あ ま りに も 執 拗 に,あ ま り
に も狭 く分 析 的 す ぎ は し ま い か 。 しか も 彼 は 現 実 暴 露 の 過 程 で 現 実 を 単 純 化
㈱Fromm,EScaPeノケomFreeaom,ch.5.
㈲HarryLevin,lamesloyce(NewYork,1960),p.30,
(240) 人 文 研 究 第43輯
す るきらいが あ りは しまいか。 麻痺やsimony行為が常に 批判されている
ジ ョイスの真の人生や価値 とはどのようなものなのだろうか。私は,い ま検
討 してきた作品に勇気,自 己認識,充 実感,自 由,あ るいは孝養といった家
庭的美徳の重要性をジ玄イスが示 しえなかった,と い うのではない。 また こ
れ らの作品に同情がまった く欠ているわけでもない。 しか し,ジ ョイスと同
じような主題を同 じように客観的に扱ったChekhovに比べて,こ れ らの価
値の意味が 『ダブ リン市民』でいかにも少ないのに,疑 問を感 じているので
ある。ジ ョイスは,彼 の 「よく磨 きあげ られた天眼鏡」で拡大された悪臭ぷ
んぷんたる精神的麻痺を凝視す ることが 「アイルラン ドの精神的自由への第
(24)
一 歩にな るのだ」 と,GrantRichardsにい った。 そ の意図の一半 は認め る
のにやぶ さかではない。 しか し,他 人 のために創作す る芸術家がいない と し
た ら ジ ョイスはその よ うな芸術家でない顕著 な例 である ジ ョイスの
精神的 自由を求めて,更 に深 く麻 痺 の中心へ入 っていか なければな らない。
それ は 『ダブ リン市民』全体 とジ ョイスのかか わ りあいの問題 であ る。
(3)
『ダブリン市民』が 出版 された とき,ジ ョイス の 挑戦的姿勢 とは うら腹
(25)
に,大 方の反応はそれに自然主義の名を冠す ることで能事たれ りとした。そ
の後,半 世紀をすぎた 今 日もはや このような 見解は完全に 葬 り去 られた と
いってよい。HughKennerは,rダブリン市民』の 客観的描写の背後に倫
理的意図を認め,ジ ョイスが 一生の主題とした 現代人の疎外と精神的麻痺
(26)
を,i「onicalに暴露 す るとい う彼 の基 本的態度 の発見 であると考えてい る。
HarryLevinは,そのironyは個人 の欲望や感情 と現代社会 の醜悪 な現実
(27)
と の対 比 か ら う まれ る浪 慢 的ironyで あ る とす る 。MaravinMagalanerは,
⑳JoycetoGrandRichards,23June1906,Letters,voL1,ed.stuartGilbert
(NewYork,1957),p.64;20May1906,Letters,voU,63.
㈲ ノames/oyce,TheCriticalHeritage,vol.1,ed.RobertDeming(London,
1970),pp,58-76.
㈱Kenner,1)め1伽'sJoyce,ch.5.
⑳Levin,James∫oツce,P・34・
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(28)
ジ ョイスのironyを人生 の恐怖 と憐 欄をたかめ る 手段 である とい う。 S.L.
Goldbergはこれ らの 解釈を 一応認めた うえで,『ダブリン市民』の 長所は
その技法の形式的明析性にあるので,ジ ョイス は 客観的描写のなか,あ る
いは背後に作家としての 彼自身の 位置を定め,そ の立場に 意味づけをする
(29),
のを怠 った,と い って新た な問題 を提出 した。 それはWayneC・Boothが
(30)
APortraitの客観性に投げかけた疑問 と同性質の ものであ る。
(31)
確か に,『 ダブ リン市民』の"elasticart"にしめ る ジ ョイスの微妙 な位
置 を実証的に示 すのは容易 でない。それには,た とえばDavidHaymanが
く　　"AMother"で試みたような,用語と視点の柔軟な転換に留意 した精緻な分
析を必要 とす る。ジ ョイスは,わ れわれに判断と評価を求める際に,わ れわ
れに反応を強制せずに誘導す るのである。彼はわれわれに自由な反応を許 し
ておいて,一 方である種の秩序を暗示 して甲の反応が乙の反応 より重要であ
るのを教える。 これ らの物語は道徳的評価の可能性を拒否せずに,そ の複雑
性を正当化 しているのである……。
しか し,この微妙な問題には深入 りしないことにす る。別な角度か らダブ
リンの精神的麻痺に立ちむか うジ ョイスの内面を検討す る。それはこの作品
に色濃い自伝的要素がもつ意味とい う視点である。 『ダブ リン市民』の題材
は,市 井のまった く トリヴ ィアルな出来事であるが,そ れ らのほ とん どは作
家の原体験にもとず くか,肉 身のだれかをモデル としている。 「少年時代」
をあつかった最初の三編は,ひ としく主人公の 「わた し」の環境への違和感
を核と しているが,そ れはあき らかに ジョイスの 少年期の 感受性に裏打ち
されている。"Eveline"はジ ョイスのいちばん上の妹Margaretが,母な
きあとの一家の どん底の家計を や りくりしていた 事実を 背景に している。
Evelineの苦悩の海での溺死はUIOrssesでS七ephenの妹 のDillyにくりか
㈱Magalaner,ノioッoθ,p,62.
⑫㊥S.J.Goldberg,Joyce(Edinburgh&London,1962),P.41・
㈲WayneC・Booth,TheRhe彦oric(ゾFiction(Chicago&London,1961),
pp.323-336.
⑱DJoycetoMIIeGu丑1erlnet(り,5August1918,Let彦ers,voLLP.118.
㈱DavidHayman,``A]Mother",!ames∫oyce'εZ)ublin6rs,pp.132-133.
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(33)
え されてい る。"TwoGallants"のLenehanの街 あるきは,1903,4年頃
のジ ョイスの放浪癖の体験 な しには描かれなか った と思われ る。BobDoran
の 「自由思想」やLittleChandlerの文学的 野心,そ して彼 らのぜ い弱 な思
想を 実生活に 強烈 にかかわ らせ て 生 きる"APainfulCase"のMrDuffy
には,ジ ョイスが祖 国脱 出を果 さなか った ら,十 年後 の自分は こ うもな って
いたか も しれぬ,こ の よ うな 生 き方 しか で きなか っただ ろ うと,ジ ョイス
が想像 の うちに 描いた 自分 の なれ の 果 ての姿が,透 けてみえ るのであ る。
"Counterpa「ts"のFarringtonは,ジ ョイス の 父親 の 性格 が 反映 してい
る。MrAlleyneは,かつて,ジ ョイスの父が関係 していた酒造会社 の社主
と同名であ る。
『ダブ リン 市民 』には"Thesisters"のFa七herJamesFlynnをは じめ
としてJamesの 名 のつ く人物が 何 人 もい るが,彼 らは 作家JamesJoyce
との共通 点を多分に もっている。"After七heRace"は,屈辱感を主題に し
た全編で最 も平板 な作品であ るが,そ の主人公JamesDoyleはジ ョイスの
学校であ るClongowesWoodを卒業 している。 ジ ・イスの父は,も ちろん,
肉屋ではな く,商 売 の成功者で もなか ったが,Kingstownに住 んでいた こ
とがあ る。JimmyDoyleは,ジョイスが 自己 と関連づけたLittleChandler
や"TheDead"のGabrielConroyといった人物 に共通 の肉体的特 徴をそ
なえてい る。 国際的友人にか こまれたJimmyDoyleには,ア イル ラン ドの
国際社 会での政治,経 済,歴 史的屈辱感が こめ られ てい る,の はい うまで も
ない。 この作品の題材 は,1903年 ジ ョイスが二度 目に パ リーへ いって,雑
誌記者 と して 自動車 レースを取材 した体験に もとつ いている。そ の時,ジ ョ
イスが,自 分の貧困 と無知 を,機 敏で如才ないパ リーの人間たちに対 比 され
て,痛 切 に感 じた屈辱 感は,そ つ くりJimmyDoyleにうつ されてい る。
小説の素材が作家 の原体験 にも とつ いてい るのは,当 然 の ことといわなけ
れば な らない。 しか し,ジ ョイスが執拗 に暴露 しつづけ るのは,彼 が拒絶 し
く3{)JamesJoyce,ulツsses(London,1954),P・230・
『ダブリン市民』一 麻痺の中心(永原) (243)
たアイルラン ドの社会的,精 神的麻痺なのである。それを書き,形 象化す る
ジョイスの内面は,麻 痺を自己意識化 したものの,の た うちまわる苦悩のほ
(34)
か,な に もなか った と した ら,悲 痛 の一語につ きる。作 中人物がつ ぎつ ぎに
陥てい く罠は,「 自発的亡命者」 と して孤 独の無限地獄に いた,ジ ョイスの
自由や個性的な 自我の統一 にいい よる甘い誘惑 で もあ ったはずだ。 「創造 と
は仮借 なき自己の批判 の創造 であ る」 とい うIbsenの芸術信条 は,ま さ しく
「麻 痺 の中心」 を批判 の廻上に のせ ることをジ ョイスに強いずにはおか ない。
自己批判は 自己認識の一手段には違 いないが,彼 が廻上に のせ た麻痺は罠や
誘惑 といった否定体であ った。そ の ことが,ジ ョイスが対象 を一般化で きて
も,そ の限界をつ き裂 って人生 の深 い洞察に達す るのを妨 げたのであろ う。
しか し,幾 編か の作品は 自己批判が よ り仮借 な く,よ り鋭角的 で,し たが っ
て,そ の分だけ,よ り深い洞察に 達 してい る。 それ らは 偶然 に も 「少年時
代」,「青年 時代」,「盛年時代」,「社会生活」 の 最後にのせ られた作 品であ
る。 しか し,"Araby"はその 円熟 した語調に もかかわ らず,少 年の浪慢主
義 が現実 にいかに かかわ ってい くか,と い う 問題 はついに 答え られ ていな
い。"TheBoardingHouse"は,母親の策略 と,そ の結果,娘 に開かれ る
人生 の可能性 との関係を漠然 と示す もので もあ るが,彼 の技法は人生 の複雑
な パ ラ ドヅクスの表現に いかに無力であ ったか を象徴的に暗示 してい る。
"APainfulCase"のMrDuffyは,Hauptmannを醗訳 し,三 人称過 去
形 で 自伝を書 くジ ョイスの面影が あるが,既 婚の婦人 との情事 とい う題材 は
弟Stanislausの体験 に もとつ いてい る。「すべての絆 は悲 しみ への絆だ」 と
か 「男 と男の愛は性交が存在 してはな らぬ故に不可能 であ る。 男 と女の愛は
性交がなければな らぬ故 に不可能 であ る」(p・110)とい う言葉 もStanislaus
く　
の 日 記 か ら借 用 した も の と い わ れ る 。 兄 の 才 能 を 嫉 妬 しな が ら尊 敬 し て い た
弟 は,MrDuttyの 質 素 で 几 帳 面 な 生 活 態 度 も 自 分 の も の だ と 主 張 す る が,
㈱ 桶 谷秀 明,『 ジ ュイ ムズ ・ジ ョイ ス 』(東 京,1964),p.123.
㈲stanislausJoyce,MyBrothe7'sKeeper,ed・RichardEllmaロn(London,
1958),pp.164-166,
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愛 のない 自由は死につなが る孤独 と同義であ る とい う亡命作家 ジ ョイスの痛
烈な思想に よって きび しく批判 されてい るのに気づ いていない。
「MrJamesDuffyはchapekzodに住んでいた。 とい うのは,自 分がそ
の市民の一人であ る市か ら出来だけ離れた所に住みた い」(p・105)からだ,
とい う文句で この短編 はは じまってい る。彼は慣 習や伝統 とい った社会的な
行動様式 を拒絶 してい るばか りで な く,他 人 との交わ りまで さけている。彼
はなに ものにも と らわれず 自由であ る。 しか し 自己 中心的 な 彼 の近代思想
は,「あ る場 合にな った ら,銀 行 の金を拐帯す る」(p・107)自由であ る。彼の
禁欲的 な生活態度は,白 と黒に統一 された整然 と した質素な部屋 に うかがわ
れ る。Wordsworth全集が最下段に納め られ,最 上段tlCMaynoothCatechism
が のっている 彼の 白木の 書棚は(p・105),彼の浪慢的本性が 教義的理性に
支配 されてい るのを 象徴的 に 示 してい る。 この理性 と 感情 の 分裂はMrs
Sinicoとの非情 な関係 にあ らわれ る。 その交際が精神の領域 に とどまってい
る うちは,彼 は安 心 して天使 の立場を とることが で る。 しか し婦 人が感情を
お さえ られ な くな り不倫 な関係に 入 りそ うに なる と,「 あ らゆ る絆は悲 しみ
の絆だ」 といいの こ して立去 る。 人生 の混乱 を嫌悪す る彼 は,「 生 きて,誤
(,a6)
ち,堕 落す る」 ことはないが,「 勝 って,人 生 か ら人生 を創造す る」 ことも
で きない。
彼 の硬直 した精神は,そ れか ら四年後,婦 人の礫死事件に よって衝撃を う
け る。それは一連 の反応 を よび,彼 の精神的麻痺 のい くば くか を遅ればせな
が ら自覚 させ る。 かつての 「た ま しいの伴侶」(P・112)が酒 に身 を もち くず
して礫死 したのを知 って,彼 は婦人 の脆弱な精神 を憎 悪す る。 この天使的な
公正 な態度は,自 分を愛 した唯一 の人間 の生命を救えなか った のか とい う罪
悪感にかわ り,「倫理観が粉 々に崩れ る」(P・114)のを感 じる。 この認識は
天使が 人間 へ堕落 したのを示 してい るが,理 性 はその囚人で あ る人間性をい
ぜ ん と して 監視 して いる。 彼はPhoenixParkの塀 の陰 に 横たわ る人影 の
㈲J・yce,AP・rtrait,P・159・
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「金銭ず くの人眼を忍ぶ愛 欲」を見 て,「自分 の生活 の公正 さを噛み しめて,
自分が 人生 の 饗宴か ら追放 された」 人間 だ と感 じる(P・114)。MrsSinico
の愛 を殺識 した 「頑 固に根気 よ くうね り進む」 男性的 な機 関車は暗闇に消え
てい く。死 のよ うな暗黒 の沈黙のなかで,MrDuffyは 完全に孤独に なった
と思 う。
"APainfulCase"はジ ョイスの自己批判 の極限であ る。 死 を生に,孤 独
を強迫的 な結合ではな く,独 立 していなが ら,人 類全体 を構成す る部 分 と し
て存在 させ る 道 はなにか。 その答は"APainfulCase"の創作 モチ・一フに
含 まれ てい る。 積極的な 自由 とは,統 一的 な パ ースナ リテ ィか ら 生 まれ る
愛 に存在す るはずであ る。MrDuffyは理性に よって 自由 と愛 を分離 した,
その結果は死 と孤独 であ った。 しか しPhoenixの死は 再生のために ある。
"TheDead"はそ の ような作 品であ る
。 ・
一番 最後に書 き加 え られ た(完 成は1907年頃)"TheDead"は,い くつ
かの重要 な点で,そ れ以前 の短編 と明 らかに異な ってい る。 この作品は最 も
長い複雑 な物語であ るばか りでな く,他 にみ られ ない アイルラン ドにたいす
るあたたか い見方が示 され ている。 亡命生活 はジ ョイスの祖国にたいす る態
(37)
度 を変 えた。 彼 は,PolaやTriesteのイタ リヤの都市はそれな りに偏狭 な
地方性を もってい るのに 気づ いた。Romaは ダブ リンと同 じように無気力
く　　
な 街 だった。 彼は1906年9月 の 手紙で,ロ ーマ は その"grandmother's
corp8e"を見物人 に さ らして生活 している ようだ と嘆 いている。彼はい まこ
れ まで描いた アイル ラン ドに"unnecessarilyharsh"であ った。 自分 は ヨー
ロヅパの どこの 国に もみ られない アイル ラン ドの"ingennousinsularity"
やその 特有 の``hospitality"を表 現 しなか った のではないか,と 感 じてい
る。"TheDead"は この よ うな新た な認識を反 映 している。 これ は 自巳 と
現実 の深い洞察を妨げていた狭量 と利己主義 か ら人道主義 と愛 への精神的発
展 をた どる 成熟 の物語であ る。 主人公 の この よ うな 心理的変化を 反 映 して.
"TheDead"をつつんで いる 雪景色は麻痺 と死か ら再生 と 生命 の象徴へ と
㈲Ellmann,∫amesノ 砂6β,pp.252-263.
㈱JoycetostanislausJoyce,26september1906,Letters.vol・2,PP・164-168・
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逆転す る。 『ダブ リン市民 』の他 のいかな る人物 もこれに比敵す る変化 を経
験す る者 もこの よ うな認識をえ る者 もいない。
頭髪を真中か ら分け,厚 い 眼 鏡 の 奥 で 不 安 気 に 輝 く眼 を もつGabriel
Conroyは,大学教師 と して アイル ラン ドに とどま り親英的な雑誌 に書評を
書 くジ ョイスであ る。 彼は アイル ラン ドの島国根性 に批判的で,そ の不 毛を
意識 して いる。"0,totellthetruth,…1'msickofmyowncountry,
8ickofit!"(p・187)。彼が 「うんざ り」 してい るのは,ヨ ーロ ッパにみてい
る広 い豊か な可能性にあ こがれ ているか らであ るが,そ の理 由の一半 は,彼
の教育が いだかせ る優越感 と彼 の利己主義にあ る。それは他 の生活 の共感的
理解を妨げ,彼 のあ らゆ る人間関係 と判断をそ こな う。彼は伯母の ク リスマ
ス晩餐会 のお気に入 りで賓客で あるに もかかわ らず,ぎ こちない尊大 な振舞
いを し,す ぐ憤慨 し,自 分 の態度や 自分 の価値 を 他人に押 しつけ よ うとす
る。彼は,彼 が得 意気 に話すあわれな老 馬の よ うに,自 己 とい う磨 臼のまわ
りを盲 目的に廻 ってい るので ある。皮肉に も,彼 が軽蔑 してい る酔払 いの方
が,彼 に示 しえない,自 然 な好意をあ らわす ことがで きる。常 に 自分 自身 を
賞讃す ることに気 を使 っているナ ルシス的 なGabrielは,伯母たちに捧げた
彼 の演説が意味 してい るものを本当に理解 していない。彼女たちは,彼 に と
って,"onlytwoignorantoldwomen"(p・190)にす ぎない。 彼が卑劣 な
保身的衝動か ら口に した言葉は,そ の感傷 の下 に,彼 が気づいていない深 い
真理 を伝 えてい る。伝統 は うけつがれ,生 きつづけ るために死ぬ,生 命は死
者の群 に囲 まれ おびやか され て も生 きつづけ る。"Wehaveallofusliving
dutiesandlivingaffec七iollswhichclaim,andrigh七1yclaim,ourstrenuous
endeavours.Therefore,IwiUnotlingeronthepast・_,,(P.201)
しか し,彼 の不安をか くす ぎこちない行為 やナルシズムの奥底には純粋 な
好 意 と肯定があ り,そ の基盤 の上に のみ存在す る内的安定に達す る可能性が
ひそ んでい る。 彼が真の 自己のまわ りに張 りめ ぐらす利己主義の壁 は,晩 餐
会 の席で何度 もささいな攻 撃を うけ,そ のたびに彼は劣等感 と自己満足 の間
㈲SeeAnenTate,"ThreeCommentaries,"SeωaneeRev伽,LVIII(Winter
1950),pp.10-15:FlorenceL.Walz1,"GabrielandMichael;TheConclusion
of`TheDead川 ∫α〃昭s∫oッ6θQ%〃 彪〃ア4,no.1(Fall,1966),pp.17--31.
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を揺れ うご く。伯母 の家に着 く早 々,下 働 きの小娘に世辞 をい って,不 意 に
口ぎたない返答 をあびせ られ平 静を失 う。食後の演説 にBrowningを引用 し
て も粗野で無教養 な参会者には分 らないだろ う,と 知 的優越感 にひた って落
着 きを と りもど した と思 うと,galoshoesのことで妻や伯母たちに大陸趣味
をか らかわれ る。それは まだ彼が安心 して聞いていれ る親 しい者た ちの語 り
草の域 をで なか ったが,MissIvorから ・・Wes七Briton"(P.189)とのの し
られ るのはた えがた い屈辱であ る。大学 の同僚で,彼 と同程度 の知性 の持主 ・
であ る彼女に よって加え られ る攻撃 は,彼 の聖域であ る知的優越感を侵す も
のであ る。質問攻め の試練 にあって彼 の顔は額 まで真 っ赤 になる。 この よう
な当惑や挫折にあ うたびにGabrielは晩餐会 の不愉快 な人間関係か ら脱 出 し
て,雪 に降 りこめ られた純 白で,抽 象的で,単 純 で,孤 独 な外 の世界へ逃 避
す る衝動にか られ る。 しか し,案 じていた演説は予想 外の成功 をおさめ,彼
は再び平静を と りもど し,自 己満足 にひた ることがで きた。 帰 りぎわ,彼 は
玄関 口で陽気に冗 談を飛 し,階 段に仔 んでBartellD'Arcyがしわがれた声
で うた う歌に聞 きい って昔 を しのんで いる妻の姿に,新 婚 当時を思い出 し,
欲情 を もやす。
Gabrie1の利己主義 の最後の壁 は,ホ テルでGrettaが告 白す る恋の思い
出に よってつ き崩 され,彼 はは じめて真 の 自分 の姿 と現実 を直視す る。妻 が
階段で感 じ,二 人 き りにな った とき もなおひた ってい る感動 は,彼 のためで
なか った。それは,あ の歌 を うた って,雨 の 日,熱 情 の眩 い陶酔にみちて,
彼女 のために死んだ初恋 の相手 のためだ った。 ロマ ンチ ックな想像 と喜悦 と
欲情 に もえてい るとき,妻 が 自分 を別の男 と比べていた と思 うと,彼 の 自尊
心は粉 々に くだけ る。妻に とって,死 んでいない恋人 の記憶 の方が,身 近 か
に生 きてい る夫 よ り,生 き生 き と した現実感 を もっていた のだ。 彼に襲 いか
か る 「恥 か しい 自己意識」 は,自 分を 「野暮 な欲情を理想化 した りす る,神
経質な,人 の よいセンチ メンタ リス ト……憐れむべ きぼん くら」 だ と観ず る
(p.216-217)。これは一見,Gabrielの自己認 識 と思われがちであ るが,裏 が
え しのエ ゴイズムにす ぎない。 彼が無知で おろかな酔払 い,過 去 の亡霊にお
㈲SeeDavidDaiches,TkeNovelandtheModernVaorJd(Chicago&Campridge,
1960),pp.73f正.
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ぴえる精神的に麻痺 した ダブリン市民 と同 じところまで堕落 しそ うになる瞬
間,そ の瞬間,劇 的には眼だたないが決定的な洞察がジ ョイスに よって示さ
れている。
`Ithinkhediedforme ,,sheanswered.
AvagueterrorseiZedGabrielatthisa、nswer,asif,atthathour
whenhehadhopedtotriumph,someimpalpableandvindictive
beingwascomingagainsthim,gatheringforcesagainsthiminits
vagueworld.Butheshookfreeofitwithaneffortorreasonand
continuedtocaressherhand_.(P.217)
『ダブリン市民』の第一頁か ら全編を支配 してきた,個 性的な自我の統一
を執念深 くおびやか してきた,本 来の自己以外の力,「邪悪な罪深い存在」
は,つ いにここで払いのけ られている。理性と愛,燦 然 としていなくとも堅
固たる 「惜みない」,「寛大な」愛がそれにかわった。 自己防衛的な感情にす
ぎない衝動的な空騒ぎは,つ いに精神の真の安定に達 した。 このときは じめ
てGabrielは自由である。 この作品全体が意味 しているすべてのひと,す べ
ての社会の情熱と荒廃,愛 と別離,希 望と限界,生 と死の複雑なかかわ りあ
いが理解できるのである。 この明知は利己的な我執か らGrettaへの同情,
伯母や知人への憐欄,あ らゆる人間への愛へとGabrielをもた らした発展の
最終段階である。それは自分が他 と同 じ人間であ り,同 じうつそみの存在で
あるとの達観にもとついている。雪はもはや非人間的な清浄をあ らわ してい
ない。彼の心がおもむろに意識を失ってい くとき,雪 は 「それ らの最後が到
来 した如 く,なべての生けるものと死せるものの上に,降 りつ もるようだっ
た」(p.220)。
われわれはアイルラソ ドの麻痺を形象化す る作家の内面を追求 してきて,
麻痺がの りこえ られ,死 が生に逆転するのをみた。"TheDead"は単純な
論理によってrダ ブリン市民』に支配的な麻痺の図式にあてはめることはで
きない。その深い確信,微 妙な劇的広が り,複 雑ではあるが確かなアイロニ
ー,生 にたいする謙遜は他にないものである。他の短編 もそれな りに優れて
いる,現 代生活の麻痺の告発はきび しい。 しか し,その告発は"TheDead"
の愛 と自由に支え られては じめて意味をもつのである。
